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１
　
は
じ
め
に

　

⑴　

北
海
道
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
球
温
暖
化
対
策
、
海
外
か

ら
の
化
石
燃
料
の
輸
入
依
存
の
低
減
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
の
向
上
、
原
子
力
発
電
の
リ
ス
ク
の
低
下
に
と
っ
て
有

用
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
資
源
を
使
っ
た

地
域
産
業
と
な
る
こ
と
か
ら
地
域
外
へ
流
出
し
て
い
た
雇

用
、
資
金
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
内
で
循
環
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

北
海
道
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
（
資
源
賦
存
量
）
は
膨
大
で
あ
り
、
環
境
省
調
査
に
よ

る
と
、
発
電
容
量
で
五
億
六
四
〇
六
万
㌔
㍗
、
日
本
全
体

の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
。
し
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
の
特
徴
と
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
低

く
、
広
く
薄
く
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性

を
よ
く
把
握
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
も
よ
う
や
く
二
〇
一
二
年
七
月
よ
り
固

定
価
格
買
取
制
度
（
以
下
Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
い
う
）
が
開
始
さ
れ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
供
給
を
、
固
定
価
格

で
電
力
会
社
に
買
い
取
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を
急
激

に
押
し
上
げ
る
効
果
を
も
た
ら
し
、
規
模
と
ス
ピ
ー
ド
を

支
え
る
資
本
力
を
背
景
に
し
た
大
手
企
業
に
よ
る
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
取
り
組
み
が
進
ん
だ
が
、
一
方
地
域
の
自
治
体
、

企
業
、
住
民
な
ど
に
よ
る
地
域
主
導
の
取
り
組
み
は
遅
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
北
海
道
で
は
、
北
海
道
電
力
が
全
国
に
先
駆
け

て
二
〇
一
三
年
七
月
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電

力
買
取
に
つ
い
て
無
補
償
の
出
力
抑
制
の
期
間
を
三
〇
日

以
上
と
す
る
指
定
電
気
事
業
者
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
基
づ
く
太
陽
光
発
電
な
ど
の
送
電
線
へ
の
接

続
に
つ
い
て
、
安
定
供
給
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
北
海
道
電
力
な
ど
電
力
五
社
が
、
新
規
受
付
を

当
面
保
留（
接
続
保
留
・
回
答
保
留
）

（
１
）
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

国
民
負
担
の
増
大
や
系
統
制
約
な
ど
の
課
題
に
対
し
て

Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
運
用
見
直
し（

２
）が
行
わ
れ
二
〇
一
四
年
一
二
月
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
受
入
可
能
量（

３
）が
示
さ
れ
た
が
、

現
在
停
止
し
て
い
る
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
を
前
提
と
し

て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
受
入
可
能
量
を
小
さ

く
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
よ
り
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
接
続
申
込
は
ほ
と
ん
ど
の
条
件
で

発
電
電
力
が
需
要
を
上
回
る
場
合
の
出
力
抑
制
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

の
採
算
性
が
低
下
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
方
創
生

の
切
り
札
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
真
に
地
域
の

取
り
組
み
が
実
を
結
ぶ
に
は
、
適
切
な
施
策
と
仕
組
み
、

支
援
が
必
要
と
な
る
。

　

⑵　

こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

二
〇
一
四
年
に
全
国
の
自
治
体
を
対
象
に
一
橋
大
学
と

朝
日
新
聞
が
合
同
で
行
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
態

北
海
道
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
関
す
る
意
向
調
査
の
結
果
概
要
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調
査（

４
）に

よ
る
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
設
置
主

体
に
つ
い
て
の
多
く
が
自
治
体
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
。
ま
た
、
自
治
体
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

お
け
る
役
割
に
つ
い
て
は
、
多
く
が
主
体
的
、
あ
る
い
は

な
に
か
し
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
回
答
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
北
海
道
内
の
自
治
体
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
た

「
北
海
道
内
市
町
村
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
施
策
・
事
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

（
５
）
に
よ
る
と
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
・
普
及
を
自
治
体
の
重
要
政

策
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
道
内
自
治
体
は
約
四
割
と
一

定
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
大
半
の

自
治
体
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
専
門
で
担
当
す
る

部
署
、
庁
内
推
進
組
織
等
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
専
門
的
知
識
や
行
政
施
策
・

支
援
が
十
分
に
行
え
る
環
境
に
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
を
参
考
に
、
本
調
査
で
は
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
広
げ
て
い
く
た
め

に
、
道
内
自
治
体
の
先
進
的
、
意
欲
的
な
取
り
組
み
、
今

後
の
方
針
、
課
題
な
ど
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
北

海
道
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
関
す
る
意

向
調
査
」
を
実
施
し
た
。
加
え
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
成
果
が
太

陽
光
発
電
に
偏
重
し
て
い
る
と
い
っ
た
指
摘
や
、
一
部
電

力
会
社
に
よ
る
系
統
接
続
へ
の
回
答
保
留
が
発
表
さ
れ
た

こ
と
か
ら
二
〇
一
四
年
一
二
月
（
本
調
査
時
）
に
大
き
く

見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
つ
い
て
、
自
治
体
の

意
見
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
の
制
度
政

策
に
対
す
る
政
策
提
言
、
新
た
な
施
策
へ
の
提
言
な
ど
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
調
査
の
結
果
は
デ
ー
タ
の
蓄
積
だ
け
で
は
な
く
、

幅
広
い
活
用
・
公
開
を
め
ざ
し
た
調
査
と
す
る
た
め
、
と

り
ま
と
め
た
後
公
表
す
る
ほ
か
、
国
な
ど
へ
の
要
望
及
び

政
策
提
言
、
事
例
報
告
な
ど
に
活
用
す
る
。
加
え
て
、
自

治
体
間
で
の
情
報
共
有
と
連
携
強
化
に
よ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
推
進
の
た
め
、
回
答
自
治
体
に
は
調
査
結

果
を
報
告
し
、
具
体
的
回
答
内
容
に
つ
い
て
も
一
部
共
有

す
る
こ
と
と
す
る
。

　

２
　
調
査
方
法
と
概
要

　

実
施
主
体
と
な
っ
た
著
者
ら
が
所
属
し
て
い
る
北
海
道

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興
機
構
は
、
北
海
道
内
へ
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
支
援
を
目
的
と
し
て
お
り
、

道
内
七
六
の
自
治
体
会
員
と
、
合
わ
せ
て
六
二
の
企
業
と

個
人
会
員
が
加
入
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
（
二
〇
一
五
年

六
月
一
日
時
点
）。

　

調
査
対
象
は
北
海
道
内
の
全
一
七
九
市
町
村
と
し
た
。

各
送
付
先
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

振
興
機
構
自
治
体
会
員
担
当
者
へ
の
送
付
、
ま
た
会
員
以

外
の
自
治
体
に
つ
い
て
は
回
答
期
間
に
時
間
の
制
限
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
送
付
先
担
当
部
署
と
担
当
者
の

確
認
を
各
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
話
に
て
調
査
を

行
っ
た
。

　

調
査
期
間
は
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
八
日
～
同
年
一
二

月
二
二
日
（
そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
一
月
一
九
日
ま
で
回

答
期
間
を
延
長
）
最
終
的
に
一
月
三
〇
日
に
調
査
の
グ
ラ

フ
結
果
を
公
表
。

　

調
査
項
目
と
し
て
は
、
主
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
に
関
し
て
道
内
自
治
体
の
先
進
的
、
意
欲
的
な
取
り
組

み
、
今
後
の
方
針
、
課
題
、
金
融
支
援
、
接
続
回
答
保
留

や
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
な
ど
に
関
す
る
質
問
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

本
調
査
で
取
り
扱
う
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
は
特

に
記
載
が
な
い
限
り
「
電
気
・
熱
」
の
両
方
を
意
味
す
る

事
と
し
た
。

　

調
査
方
法
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
郵
送
、

回
答
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
回
収
（
調

査
票
の
電
子
媒
体
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
振
興
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
と
し
たhttps://sites.google.com

/a/reoh.org/w
w

w
/

new
s/jititaianke-to

）。
回
答
者
に
つ
い
て
は
、
氏
名
・
所

属
・
連
絡
先
の
記
入
を
依
頼
し
、
回
答
内
容
の
確
認
、
結

果
の
お
知
ら
せ
に
使
用
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
回
答
は
一
四
一
自
治
体
か
ら
得
ら
れ
、

回
答
率
は
78
・
８
％
と
な
っ
た
。
回
答
方
法
と
し
て
は
、

郵
送
が
八
三
（
59
％
）、
メ
ー
ル
が
五
四
（
38
％
）、
フ
ァ

ク
ス
が
四
（
３
％
）
で
あ
っ
た
。

　

本
調
査
は
ト
ヨ
タ
財
団
二
〇
一
四
年
度
国
際
助
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
た
。

　

３
　
調
査
結
果
の
分
析
と
考
察

　

⑴　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
現
状

　

自
治
体
内
で
稼
働
し
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
が
あ
る
と
答
え
た
自
治
体
は
一
〇
二
（
回
答
の
あ
っ
た

自
治
体
の
72
％
）
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
再
生
可
能
エ
ネ
ル
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ギ
ー
が
地
域
に
与
え
る
効
果
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
推
進
」（
52
）
の
回
答
が
一
番
多

く
、
続
い
て
「
遊
休
地
・
耕
作
放
棄
地
や
地
域
資
源
の
有

効
活
用
」（
44
）、「
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
」

（
40
）と
な
っ
た（
か
っ
こ
内
の
数
値
は
実
数
、以
下
同
じ
）。

　

以
上
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
資
源
と

し
て
有
効
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
自
治
体
の
多
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
の
他
と
し
て
は
、「
地
域
住

民
へ
の
教
育
効
果
」（
31
）、「
税
収
の
増
加
」（
29
）
と
い

う
回
答
が
続
い
た
（
図
１
）。

　

ま
た
、同
様
の
選
択
項
目
と
し
た
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
へ
の
期
待
に
つ
い
て
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」

（
88
）
や
、「
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
」（
76
）

に
多
く
回
答
が
集
ま
っ
た
。
他
に
は
「
地
域
経
済
の
活
性

化
」（
76
）
や
「
雇
用
の
増
加
」（
63
）、「
税
収
の
増
加
」

図１　再生可能エネルギー事業によって、
地域の活性化につながるものとして現在どのような効果を感じているか、

該当するものをお答えください。（複数回答可）

図２ 今後、再生可能エネルギー事業にどのような期待をしていますか。
（複数回答可）
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（
51
）
な
ど
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
し
て
関
心
が
高
か
っ
た
（
図
２
）。

　

⑵　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
意
向

　

今
後
導
入
を
推
進
し
た
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
と

し
て
は
太
陽
光
発
電
の
住
宅
（
50
）
や
公
共
施
設
（
43
）
が

最
も
多
く
、
導
入
に
際
し
て
市
民
や
自
治
体
が
経
済
的
な

面
や
場
所
の
確
保
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
で
比
較
的
取
り

組
み
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

次
に
導
入
の
意
向
が
多
か
っ
た
の
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
を
利
用
し
た
発
電
や
熱
利
用
（
41
）、
木
質
燃
料

を
利
用
す
る
ス
ト
ー
ブ
・
ボ
イ
ラ
ー
（
36
）
で
あ
り
、
地
域

の
森
林
資
源
を
生
か
し
た
活
用
へ
の
期
待
が
高
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
（
図
３
）。

　

ま
た
、
各
振
興
局
ご
と
に
推
進
し
た
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
の
種
別
に
特
徴
が
み
ら
れ
た
。
地
域
特
性
に

あ
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
別
の
把
握
に
つ
い
て

図３　今後導入を推進したい（さらに発展させたい）
再生可能エネルギーについてお答えください。（複数回答可）

図４　再生可能エネルギーを推進されるにあたり、
どのような支援が受けられると良いと思われますか。（複数回答可）
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は
、
調
査
段
階
の
自
治
体
も
あ
っ
た
が
、
回
答
項
目
や
自

由
記
述
よ
り
把
握
し
て
い
る
自
治
体
が
多
い
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
設
置
主
体
や
具
体
的
な
事
業
規
模
や
計
画

に
つ
い
て
は
検
討
段
階
の
自
治
体
が
多
か
っ
た
。

　

選
択
項
目
の
他
に
、
特
徴
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
は
、潮
流
発
電
や
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
が
あ
っ
た
。

　

⑶　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
支
援
・

　
　

課
題

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
と
良
い
と
思
わ
れ
る
か
、
と

い
う
質
問
に
対
し
て
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
導

入
に
あ
た
る
資
金
調
達
に
関
す
る
支
援
」（
101
）
が
最
も

多
く
、
次
に
「
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
が
促

進
す
る
た
め
の
送
電
網
、
熱
供
給
関
連
設
備
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
」（
81
）と
な
っ
た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、

特
に
送
電
網
の
整
備
を
望
む
回
答
が
多
く
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
推
進
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
続
い
て
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
関
わ

る
総
合
的
な
情
報
提
供
」（
78
）
の
回
答
が
多
く
あ
っ
た
。

国
な
ど
の
省
庁
の
ま
た
が
る
情
報
が
把
握
し
に
く
い
こ
と

が
あ
り
、
ま
と
ま
っ
た
情
報
提
供
が
望
ま
れ
る
（
図
４
）。

　

選
択
項
目
以
外
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
、
導

入
検
討
へ
の
課
題
と
し
て
は
、
防
災
対
策
と
し
て
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
促
進
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

期
間
の
短
縮
化
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
安
定
的
で
安
価
な
確
保
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
発
電
し
た
電
力
の
出
力
安
定
化
対
策
、

地
域
住
民
の
合
意
形
成
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

⑷　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
関
わ
る

　
　

資
金
調
達

　

地
域
の
金
融
機
関
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
の

融
資
な
ど
に
積
極
的
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
「
わ

か
ら
な
い
」（
125
）
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
た
。（
他
、「
は
い
」

（
８
）、「
い
い
え
」（
８
））

　

ま
た
、
自
治
体
、
地
域
の
各
種
団
体
、
市
民
出
資（

６
）に
よ

る
金
融
支
援
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
質
問
に

対
し
て
「
い
い
え
」（
91
）
が
半
分
以
上
と
な
り
、「
は
い
」

（
28
）は
19
％
と
な
っ
た
。（
他
、「
わ
か
ら
な
い
」（
20
）、「
検

討
中
」（
２
））
実
施
内
容
と
し
て
は
、
自
治
体
に
よ
る
住

宅
用
太
陽
光
発
電
の
設
備
導
入
補
助
が
多
く
、
そ
の
他
に

は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
ス
ト
ー
ブ
導
入
に
対
す
る
補

助
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
者
へ
の
固
定
資
産

税
の
減
免
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

⑸　

北
海
道
電
力
に
よ
る
系
統
接
続
回
答
保
留（

７
）

　
　

の
影
響

　

北
海
道
電
力
に
よ
る
系
統
接
続
回
答
保
留
に
あ
た
り
、

自
治
体
内
で
事
業
の
延
期
や
断
念
し
た
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
、
と
い
う
質
問
に
は
「
い
い
え
」

（
70
）
が
半
数
を
占
め
、「
わ
か
ら
な
い
」（
48
）、「
は
い
」

（
22
）
と
続
い
た
。

　

ま
た
、
系
統
接
続
回
答
保
留
に
あ
た
り
、
自
治
体
が
自

ら
進
め
て
い
る
事
業
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
か
、
と
い
う

質
問
に
対
し
て
は
、「
い
い
え
」（
112
）
が
79
％
と
な
り
、

「
は
い
」
は
一
〇
自
治
体
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
（
他
、「
わ

か
ら
な
い
」（
16
））。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
影

響
が
あ
っ
た
内
容
と
し
て
は
、
事
業
や
計
画
の
保
留
、
事

業
規
模
の
縮
小
な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
接
続
回
答
保

留
の
発
表
以
前
に
送
電
網
の
設
備
容
量
の
制
限
に
よ
っ
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
の
制
限
が
発
生
し
て
い
る

現
状
が
道
内
数
カ
所
で
起
き
て
い
る
事
が
わ
か
っ
た
。

　

⑹　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
見
直
し（

８
）

　

二
〇
一
四
年
一
二
月
（
本
調
査
時
）
よ
り
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
見

直
し
と
各
社
の
受
け
入
れ
可
能
量
の
検
証（

９
）な
ど
が
始
ま
っ

た
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
見
直
し
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
送

電
網
や
地
域
関
連
系
線
の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
公
開
」（
60
）
が
一
番
多
く
回
答
が
あ
っ
た
。
送
電
網

へ
の
接
続
に
対
す
る
回
答
保
留
や
出
力
抑
制
が
生
じ
て
い

る
現
状
に
対
し
て
、
電
力
会
社
か
ら
の
情
報
公
開
の
必
要

性
、
ま
た
、
情
報
公
開
を
求
め
る
事
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
仕
組
み
づ

く
り
や
制
度
の
作
成
、
見
直
し
の
際
に
つ
い
て
も
議
論
の

透
明
性
の
確
保
が
必
要
と
考
え
る
。

　

他
に
多
か
っ
た
回
答
と
し
て
は
「
地
域
主
導
で
進
め
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
系
統
接
続
を
優
先
す
る
仕

組
み
づ
く
り
」（
59
）、「
地
域
に
貢
献
す
る
事
業
は
買
取

価
格
を
別
枠
で
上
乗
せ
す
る
制
度
づ
く
り
」（
37
）
な
ど

地
域
活
性
化
へ
つ
な
が
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を

優
遇
す
る
こ
と
を
求
め
る
回
答
が
あ
っ
た
（
図
５
）。
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選
択
項
目
以
外
の
回
答
と
し
て
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
後
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
実
施
ま
で
至
っ
て
い
な
い

案
件
の
把
握
と
対
策
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
電
力

の
買
取
に
よ
っ
て
国
民
負
担
が
増
加
す
る
制
度
の
見
直
し
、

ベ
ー
ス
電
源
と
な
り
得
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を

優
先
す
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

⑺　

地
域
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

　

二
〇
一
四
年
六
月
、
改
正
電
気
事
業
法
が

成
立
し
、
こ
れ
ま
で
五
〇
㌔
㍗
以
上
で
受
電

す
る
需
要
家
に
限
ら
れ
て
い
た
電
力
小
売
り

は
、
二
〇
一
六
年
四
月
に
家
庭
向
け
を
含
め

て
す
べ
て
自
由
化
さ
れ
る
。
家
庭
な
ど
の
多

く
の
消
費
者
は
は
じ
め
て
地
域
の
電
力
会
社

以
外
で
も
契
約
す
る
業
者
（
新
電
力
）
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
電
力
の
全
面
自
由
化
に
関
し
て
、
こ

れ
ま
で
新
電
力
か
ら
の
電
力
購
入
を
検
討
、

実
施
し
た
こ
と
は
あ
る
か
、
と
い
う
質
問
に

対
し
て
検
討
し
て
い
な
い
自
治
体
（
78
）
が

55
％
の
回
答
と
な
っ
た
が
、
四
四
自
治
体
が

検
討
し
て
お
り
、
一
八
自
治
体
が
実
施
し
て

い
る
と
回
答
し
た
（
他
、「
実
施
し
た
が
今

は
行
っ
て
い
な
い
」（
１
））。

　

ま
た
、
群
馬
県
中
之
条
町
で
は
電
力
の
全

面
自
由
化
に
向
け
て
「
一
般
財
団
法
人
中
之

条
電
力

（
（1
（

」
が
発
足
し
、
自
治
体
が
出
資
し
た

全
国
初
の
新
電
力
と
な
っ
た
事
例
が
あ
る
。
一
般
財
団
法

人
中
之
条
電
力
で
は
、
町
内
に
あ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
か
ら

電
力
を
購
入
し
、
役
場
や
学
校
な
ど
に
電
力
を
小
売
り
す

る
予
定
。
ま
た
、
電
力
に
限
ら
ず
熱
の
利
用
に
つ
い
て
も

地
域
熱
供
給
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
自
治
体
主
体
で
の
地
域
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
（
電
力
・
熱
）
の
検
討
に
関
し
て
は
、
ま
だ
具
体
的

に
検
討
し
て
い
る
市
町
村
は
少
な
い
（
２
）
も
の
の
、
多

く
が
関
心
を
示
し
て
い
る
（
48
）
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
自

治
体
自
ら
発
電
や
熱
供
給
事
業
に
乗
り
出
す
に
は
情
勢
を

見
極
め
た
判
断
が
必
要
で
あ
り
、
判
断
材
料
と
な
る
情
報

の
提
供
や
、
地
域
の
取
り
組
み
が
今
後
も
活
発
に
な
る
よ

う
議
論
を
深
め
て
行
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
（
図
６
）。

　

４
　
調
査
結
果
の
活
用
と
調
査
の
ま
と
め

　

二
〇
一
五
年
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
向
け
、
北
海
道

が
直
面
す
る
政
策
的
諸
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
議
論
が
活

発
化
す
る
こ
と
を
願
い
、
政
策
課
題
で
も
重
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
共
同
提
案
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
北
海
道
の
地
域
活
性
化
を
」
を
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー

チ
ェ
ン
ジ
１
０
０
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
北
海
道
再
生
可
能
エ

図５　ＦＩＴの見直しについてどのような対策が必要であると考えますか。
（複数回答可）

図６　貴自治体では、自らが地域への
エネルギー供給（電力・熱）を検討していますか。
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（
６
）　

市
民
出
資
は
、
市
民
か
ら
出
資
を
集
め
、
集
め
た
資
金

を
用
い
て
事
業
や
投
資
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
収

益
等
を
市
民
へ
分
配
す
る
仕
組
み
（
例
え
ば
、
市
民
の
出

資
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
所
や
施
設
を
設

置
し
、
売
電
収
入
を
得
る
こ
と
で
損
益
を
分
配
し
て
い
く

仕
組
み
）。

（
７
）　

同
右
注
（
１
）
に
同
じ
。

（
８
）　

同
右
注
（
２
）
に
同
じ
。

（
９
）　

同
右
注
（
３
）
に
同
じ
。

（
10
）　

群
馬
県
中
之
条
町
で
は
、
町
内
三
カ
所
で
稼
働
し
て
い

る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
か
ら
の
電
気
を
売
買
す
る
た
め

に
、
特
定
規
模
電
気
事
業
者
（
新
電
力
）
と
し
て
「
一
般

財
団
法
人
中
之
条
電
力
」
を
二
〇
一
三
年
八
月
末
に
設
立

し
た
。
法
人
は
、民
間
の
新
電
力
会
社
と
と
も
に
設
立
し
、

地
方
自
治
体
が
設
立
す
る
法
人
と
し
て
は
初
め
て
と
な
る
。

　
　
　

町
の
施
策
で
あ
る
電
力
の
地
産
地
消
を
よ
り
目
に
見
え

る
形
と
し
、
買
い
上
げ
た
電
気
は
、
当
面
、
町
内
の
役
場

庁
舎
や
小
中
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
に
供
給
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
　

中
之
条
電
力
で
は
、
二
〇
一
五
年
度
着
工
予
定
の
小
水

力
発
電
を
は
じ
め
と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど

に
つ
い
て
も
購
入
を
拡
大
す
る
計
画
を
し
て
お
り
、
太
陽

光
や
水
力
と
と
も
に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
が
運
転
開
始
す
る

こ
と
で
、
時
間
帯
や
季
節
、
気
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
電
気

を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
中
之
条
電
力
で
は
、
収
益
を
地
域
活
性
化
の
た
め

に
還
元
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
事
業
の
実
現
性
が
高
ま
る
。

＜

よ
し
だ　

ふ
み
か
ず
・
愛
知
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授　

北
海
道
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興
機
構
理
事＞

＜

た
は
ら　

さ
や
か
・
一
般
社
団
法
人　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興
機
構＞

【
注
】

（
１
）　

電
力
の
系
統
へ
の
接
続
保
留
。
北
海
道
電
力
な
ど
電
力

五
社
は
、
太
陽
光
を
中
心
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
急
速
な
拡
大
に
伴
い
、
現
状
に
お
け
る
電
力
会
社
の
系

統
設
備
の
容
量
や
電
力
会
社
管
内
全
体
の
需
給
調
整
力
の

限
界
等
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
追
加

的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
見
通
し
と
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
接
続
申
込
み
に

対
す
る
回
答
を
保
留
し
た
。

（
２
）　

固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の
見
直
し
。
二
〇
一

　
　

四
年
一
〇
月
よ
り
経
済
産
業
省
で
は
、
国
民
負
担
の
増
大

や
系
統
制
約
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
固
定
価
格
買
取
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）の
見
直
し
の
検
討
を
始
め
た
。
具
体
的
に
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
買
取
価
格
の
決
め
方
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
間
の
出
力
抑
制
順
序
、
抑
制
対
象
に

関
す
る
ル
ー
ル
の
見
直
し
等
の
検
討
が
さ
れ
た
。

（
３
）　

電
力
各
社
の
受
け
入
れ
可
能
量
の
検
証
。
経
済
産
業
省

は
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
系

統
接
続
を
電
力
五
社
が
保
留
を
発
表
し
た
こ
と
を
受
け
、

接
続
可
能
量
の
実
情
と
拡
大
方
策
を
検
証
す
る
総
合
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
小
委
員
会
の
系
統

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
い
た
。
電
力
各
社
の
受
け
入

れ
能
力
を
精
査
し
、
余
力
が
あ
れ
ば
購
入
を
再
開
す
る
よ

う
促
す
。
電
力
会
社
に
送
電
網
の
容
量
な
ど
を
基
に
受
け

入
れ
可
能
量
を
あ
ら
た
め
て
計
算
さ
せ
、
調
査
会
で
購
入

量
を
増
や
せ
な
い
か
ど
う
か
調
査
し
た
。

（
４
）　

一
橋
大
学
自
然
資
源
経
済
論
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
朝
日
新

聞
社
合
同　

全
国
市
町
村
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
態
調

査
、
二
〇
一
四
。

（
５
）　

地
域
協
働
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
・
北
海
道
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
（
公
益
財
団
法
人
北
海
道
環
境
財
団
）、『
北
海
道
内

市
町
村
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
施
策
・
事

業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
』、
二
〇
一
四
。

ネ
ル
ギ
ー
振
興
機
構
が
発
表
し
た
。

　

提
案
の
中
で
は
、
本
調
査
結
果
を
一
部
活
用
す
る
こ
と

で
北
海
道
の
現
状
と
可
能
性
、
ま
た
課
題
に
つ
い
て
提
起

す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
し

て
「
再
エ
ネ
北
海
道
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
提
案
し
た
（
共

同
提
案
は
北
海
道
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。http://w

w
w.reoh.

org/new
s/20150325kyoudouteiann

）。

　

ま
た
、
こ
の
提
案
は
北
海
道
知
事
選
、
札
幌
市
長
選
、

地
方
議
会
議
員
選
、
地
方
自
治
体
首
長
選
の
約
五
〇
〇
名

の
選
挙
立
候
補
者
へ
送
付
し
、
一
部
の
候
補
者
か
ら
は
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

　

本
調
査
の
結
果
か
ら
、
道
内
の
多
く
の
自
治
体
が
地
域

資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
よ
っ
て
地
域
の
活
性
化
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　

し
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
へ
の
課
題
と

し
て
は
、
情
報
提
供
、
資
金
調
達
に
関
す
る
支
援
や
送
電

網
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
拡
大
が
あ
る
。

　

送
電
網
の
利
用
に
つ
い
て
の
情
報
公
開
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
支
援
の
為
の
制
度
・
仕
組
み
の
整
備
な
ど
が
必

要
だ
と
わ
か
っ
た
。
北
海
道
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興

機
構
で
は
本
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
も
国
な
ど
へ
の

政
策
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
活
用
の
為
に
地
域
の
更
な

る
状
況
・
課
題
の
把
握
と
と
も
に
、
情
報
発
信
や
政
策
提

言
な
ど
の
支
援
活
動
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。


